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研究成果の概要： 
 2002 年に実施した、超高齢者を対象とした訪問調査から 5 年後の追跡調査を行い、①
精神機能の経年変化の実態把握、②精神機能の経年変化の予測因子の探索、③生命予後と
精神機能の関連、について検討した。 
 検討の結果、以下が示された。①超高齢期においては、身体機能と比較して精神機能の
低下は緩やかである可能性が示唆された。②体力、心理的幸福感が高い者ほど認知機能が
維持されやすいこと、生活習慣病の罹患が無い者ほど心理的幸福感が維持されやすいこと
が示された。③認知機能が高い者ほど、生命予後が良好であることが示された。 
 本知見より、超高齢期におけるサクセスフル・エイジングを達成するためには、身体機
能だけでなく精神機能の維持が重要であることが示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 今後わが国では、人口の高齢化に伴い、と
くに超高齢者（85 歳以上）において精神機能
が虚弱な者が急速に増加することが推測さ
れており、早急の対応が必要である。しかし
ながら、わが国においては超高齢者を対象と

した実証的研究は少なく、地域に居住する超
高齢者の精神機能の実態はほとんど明らか
にされていない。超高齢者においては、疾病
罹患数の増加や生活機能の低下によって、身
体機能の低下が避けられないとされており、
いかにして精神機能（認知機能ならびに心理
的幸福感）を維持するかが、「サクセスフル・
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エイジング（幸福な老い）」を達成するため
に重要な課題である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 そこで本研究では、応募者が平成 14 年度
に実施した、超高齢者を対象とした訪問調査
（「ベースライン調査」）から 5 年後の「追跡
調査」を行い、①超高齢者における精神機能
（認知機能ならびに心理的幸福感)の経年変
化の実態把握、②精神機能の経年変化の予測
因子の探索、③生命予後と精神機能の関連の
検討を行い、超高齢期における良好な精神機
能の維持を目指す介入施策に寄与しうる基
礎資料を提出することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 対象者 ベースライン調査に参加した、東
京都Ａ区に在住する超高齢者のうち、2007年
7 月 1 日時点で同区に居住していた者を調査
対象者とした。訪問調査を実施し、93名（男
性 27名、女性 66名、平均年齢 88.5±3.1
歳、参加率 81.6％）のデータを取得した。
対象者基本属性を表 1 に示す。 
 
 

表 1 対象者基本属性（N=93） 
 

性別（女性率％） 70.9 

年齢（歳） 88.5±3.1 

教育歴（初等教育％） 59.1 

健康度自己評価（不健康％） 18.7 

喫煙習慣（吸っている％） 8.6 

高次生活機能（点） 9.4±2.8 

ＭＭＳＥ（点） 25.4±5.2 

 
 
 測度 認知機能（MMSE）ならびに心理的幸
福感（PGCモラールスケール）を目的変数、
生活機能（バーセル指標、老研式活動能力指
標）、聴覚機能、疾病罹患状況、保健習慣（喫
煙、飲酒、食事、運動）、等を説明変数とし
た。 
 
 
 解析方法  
 ①精神機能の経年変化： 諸変数について、
5 年間の経年変化の割合を算出した。 
 ②精神機能の経年変化の予測因子の探索： 
認知機能、心理的幸福感ともに、5年間の

経年変化を算出し（追跡調査における当該
得点からベースライン調査における当該得
点の差をとった）、得点が維持・向上した
場合と、低下した場合（差分が０未満）に
二分し目的変数とした（得点が低下した場
合を 1とした）。年齢、性別、教育年数、
当該ベースライン得点を調整変数とするロ
ジスティック回帰分析を説明変数ごとに行
った。 
 ③生命予後と諸変数の関連： 5年間の生
命予後を目的変数、体力（握力）、心理的幸
福感、認知機能、高次生活機能、健康度自己
評価を説明変数、性別、年齢、教育歴、生活
習慣病、喫煙習慣、聴力障害、視力障害、基
本的自立を調整変数とする Cox比例ハザード
モデルを説明変数ごとに行った。 
 すべての解析は統計パッケージＳＡＳ
(Version 9.1)で行なった。 
 
 倫理的配慮 本研究は東京都老人総合研
究所の倫理委員会の承認を受けて実施した。
対象者には、調査主旨について十分な説明を
行い、データ使用の同意を得た。対象者選定
の際に利用した住民基本台帳の閲覧は、対象
地域を統括する A区役所の許諾を得て行った。 
 
 
４．研究成果 
 
①精神機能ならびに身体機能の経年変化 
 
 5年間で、握力は 33.7％、高次生活機能で
は 40.4％と大幅な低下が認められた一方で、
認知機能は 15.3％、心理的幸福感は 13.5％
の低下が確認された。このことから、超高齢
期において、身体機能と比較して精神機能の
低下はより緩やかである可能性が見出され
た（表 2）。 
 
 
表 2 精神機能ならびに身体機能の経年変化 
 

高次 

生活機能 
握力 認知機能 

心理的 

幸福感 

40.4 33.7 15.3 13.5 

 
注） 表中数値は低下の割合（％）を示す。 

 
 
②精神機能の経年変化の予測因子の探索 
 
精神機能（認知機能、心理的幸福感）の

経年変化と関連する要因の探索をロジステ
ィック回帰分析により行った。  
認知機能の経年変化には、体力（握力）

、心理的幸福感、生活習慣病（有意傾向）



 

 

が、心理的幸福感の経年変化には、生活習
慣病が関連を示した（表3）。体力が高いほど
、心理的幸福感が高いほど、認知機能が維持
・向上しやすいこと、生活習慣病に罹患して
いる者ほど認知機能が低下しやすいことが示
された。また、生活習慣病に罹患している者
ほど、心理的幸福感が低下しやすいことが示
された。 
 
 
表 3 精神機能低下の予測因子の探索（ロジ

スティック回帰分析の結果） 
 

 
目的変数 

説明変数 認知機能 心理的幸福感 

体力（握力）  0.84 (0.72-0.99)* 1.05 (0.88-1.25) 

心理的 

幸福感 
 0.76 (0.59-0.97)* -- 

認知機能 -- 1.00 (0.83-1.21) 

基本的自立 1.01 (0.94-1.09) 1.01 (0.95-1.08) 

高次 

生活機能 
0.94 (0.70-1.26) 0.81 (0.58-1.12) 

健康度 

自己評価 
0.81 (0.22-0.29) 0.67 (0.12-3.67) 

聴力障害 0.76 (0.23-2.49) 1.35 (0.35-5.17) 

視力障害 0.50 (0.14-1.74) 1.91 (0.49-7.35) 

生活習慣病 3.39 (0.86-13.32)+ 9.86 (1.71-56.83)** 

 
注） 表中数値は得点 1点あたりのオッズ比（95％

信頼区間）を示す。** p<0.01, * p<0.05, + p<0.1. 
年齢、性別、教育年数、当該ベースライン得点を

調整変数とした。 

 
 
 
③生命予後と精神機能の関連の検討 
 
 生命予後と諸機能の関連について Cox 比
例ハザードモデルにより検討したところ、
体力、認知機能、心理的幸福感（有意傾向）、
高次生活機能（有意傾向）が関連を示し、
体力、認知機能、心理的幸福感、高次生活
機能が優れるほど、生命予後が良好である
ことが明らかとなった（表 4）。 
 
 
 
 
 
 
 

表 4 5 年間の生命予後と諸変数の関連 
（Cox 比例ハザードモデルの結果） 

 

体力（握力） 0.93 (0.89-0.97)** 

心理的幸福感 0.94 (0.88-1.00)+ 

認知機能 0.93 (0.88-0.98)** 

高次生活機能 0.94 (0.87-1.01)+ 

健康度自己評価 1.29 (0.80-2.01) 

 
注） 表中数値は Risk Ratio（95％信頼区間）を

示す。** p<0.01, + p<0.1.性別、年齢、教育歴、

生活習慣病、喫煙習慣、聴力障害、視力障害、基

本的自立を調整変数とした。 

 
 
 
〔結論〕 
 本知見より、超高齢期におけるサクセス
フル・エイジングを達成するためには、身
体機能だけでなく精神機能の維持が重要で
あることが示唆された。今後は、超高齢者
における精神機能の低下予防に寄与しうる
知見を引き続き提出する予定である。 
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